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前月比合 計外国人
登　録

住　　民
基本台帳

４５減３７，８５９４０５３７，４５４男
人　

口
３増３９，０６２５２１３８，５４１女

４２減７６，９２１９２６７５，９９５計

３７減３８，２０６５０６３７，７００世帯数

毎月１日・１５日発行

古紙配合率１００％再生紙を使用しています。狛江市役所　� （3430）1111　  （3430）6870　  http://www.city.komae.tokyo.jp/��� ��

公園通り

狛江通り

六郷さくら通り

西河原通り

小田
急小
田原
線

世
田
谷
通
り

水道道路

世田谷
通り

松
原
通
り

神代団地
自治会
神代団地
自治会

小足立町会小足立町会

小足立町会小足立町会

小足立町会小足立町会 狛江ハイタウン
管理組合
狛江ハイタウン
管理組合

小覚むつみ会小覚むつみ会

覚東町会覚東町会

覚東町会覚東町会

丸山自治会丸山自治会
北久保町会北久保町会

和泉北町会和泉北町会 北久保A団地北久保A団地

狛江団地
自治会
狛江団地
自治会

中和泉５丁目
町会
中和泉５丁目
町会

多摩川住宅
イ号棟自治会
多摩川住宅
イ号棟自治会

多摩川住宅二棟団地
管理組合法人
多摩川住宅二棟団地
管理組合法人

ソシア多摩川
管理組合
ソシア多摩川
管理組合

狛江一中西町会狛江一中西町会

松原睦会松原睦会

和泉本町一丁目町会和泉本町一丁目町会

狛江セントラルハイツ
管理組合
狛江セントラルハイツ
管理組合

駄倉町会駄倉町会
狛江駅狛江駅

喜多見駅喜多見駅

和泉
多摩川駅
和泉
多摩川駅

銀行町親和会銀行町親和会
岩戸町会岩戸町会

多　摩　川多　摩　川

野川野川

猪方町会猪方町会

駒井町会駒井町会

都営東野川２丁目
アパート自治会
都営東野川２丁目
アパート自治会

元和泉１丁目
町会
元和泉１丁目
町会
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区　　　　域名　　　　称

西和泉一丁目多摩川住宅イ号棟自治会

西和泉二丁目多摩川住宅二棟団地管理組合法人

和泉本町四丁目７狛江団地自治会

和泉本町三丁目２７～３９和泉北町会

和泉本町二丁目９～１１、１６～１８北久保町会

和泉本町二丁目３２～３４狛江一中西町会

和泉本町二丁目４～８丸山自治会

和泉本町三丁目５～９松原睦会

東和泉一丁目１～３、９～２８駄倉町会

和泉本町一丁目３６狛江セントラルハイツ管理組合

東野川一丁目、二丁目１～４、
１１～１４、東野川四丁目１３～２２
西野川一丁目２～２４

覚東町会

東和泉一丁目４～８、二丁目１
～８、岩戸南一丁目１３の一部、
岩戸北三丁目２３の一部

銀行町親和会

猪方すべて猪方町会

駒井町すべて駒井町会

岩戸北すべて、岩戸南すべて岩戸町会

東野川二丁目５～１０、１５～１６、
１８～２２、三丁目１の一部、２～
１４、１９～２２、四丁目１～１２
西野川一丁目１、２６、２７、二丁
目、三丁目、四丁目

小足立町会

東野川四丁目１９の一部、２３～２８小覚むつみ会

東野川二丁目１７都営東野川２丁目アパート自治会

東野川三丁目１５～１７狛江ハイタウン管理組合

西野川一丁目２５神代団地自治会

和泉本町一丁目和泉本町一丁目町会

中和泉四丁目１６ソシア多摩川管理組合

中和泉五丁目中和泉５丁目町会

和泉本町二丁目２５～３１北久保Ａ団地

元和泉一丁目元和泉１丁目町会

■町会・自治会等一覧

�������	
���

�����	���������

�������	
��
�����������������

�������	
��
���������������
�

�������	
��
�����������������

����������	
���
�������������

�������	
��
���������������

��������	
��
�����������������

��������	
��

�����������

�������	
��
����������������

�������������	�
��


�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
	



�������	
���������	
��

��������������



広報こまえ　平成 ２１ 年（２００９ 年）１ 月 １５ 日　�

狛江市役所　� （3430）1111　  （3430）6870　  http://www.city.komae.tokyo.jp/FAX HP

　

２
月　

日
�
〜
３
月　

日
�（
土
・

１６

１６

日
曜
日
を
除
く
）

※
課
税
課
で
は
、
２
月　

日
�
・
３

２２

月　

日
�（
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
）

１５
も
申
告
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
市
民
税
・
都
民
税
申
告
書
〕
課
税

課〔
所
得
税
確
定
申
告
書
〕
武
蔵
府
中

税
務
署

※
計
算
・
記
入
済
み
の
確
定
申
告
書

は
、
申
告
期
間
中
（
２
月　

日
�
・

２２

３
月　

日
�
を
含
む
）
課
税
課
で
も

１５

お
預
か
り
し
ま
す
。

　

税
務
署
に
電
話
を
か
け
た
後
は
、

自
動
音
声
案
内
に
従
い
用
件
に
応
じ

て
「
１
」
番
か
「
２
」
番
を
選
択
し

て
く
だ
さ
い
。

　

国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談
を

受
け
た
い
場
合
は
、「
１
」
番
を
、
税

務
署
へ
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
場
合
は
、

「
２
」
番
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
武
蔵
府
中
税
務
署
で
は
２

月　

日
�
・
３
月
１
日
�
も
開
庁
し
、

２２
確
定
申
告
の
受
け
付
け
と
相
談
を
行

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
税
金
の
納
付
相
談
や
確
定
申
告
の

作
成
会
場
に
お
越
し
に
な
る
場
合
は

事
前
の
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

〔
所
得
税
〕
２
月　

日
�
〜
３
月　

１６

１６

日
�

〔
個
人
事
業
者
の
消
費
税
・
地
方
消

費
税
〕
３
月　

日
�
ま
で

３１

〔
贈
与
税
〕
２
月
２
日
�
〜
３
月　
１６

日
�

※「
所
得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」

お
よ
び
「
申
告
書
用
紙
」
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

nta.go.jp/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
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■確定申告書作成アドバイス日程・税理士会無料相談

会　　場相談時間定　　員月　　日

中央公民館
地下ホール

午前９時３０分～正午
午後１時～４時　　

２５０人１月２３日�
２２０人１月２６日�
２２０人１月２７日�
１４０人１月２８日�

※ご自身で確定申告書を作成していただきます。
※２８日�のみ税理士会による無料相談です。
※２月にも確定申告の無料相談があります。
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土
地
・
家
屋
以
外
で
事
業
（
工

場
・
事
務
所
・
店
舗
・
ア
パ
ー
ト
・

駐
車
場
等
）
の
用
に
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
償
却
資
産
の
所
有
者
は
、

毎
年
１
月
１
日
現
在
所
有
す
る
償

却
資
産
を
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず

申
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
申
告
す
る
方
は
、
申
告

用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▽
償
却
資
産
と
は

　

工
場
や
商
店
・
ア
パ
ー
ト
等
を

経
営
し
て
い
る
方
が
所
有
す
る
事

業
用
資
産
で
、
法
人
税
ま
た
は
所

得
税
で
減
価
償
却
の
対
象
と
な
る

資
産
で
す
。

〔
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

２
日
�
ま
で
に
課
税
課
へ
。

　確定申告書の作成について、税務署職員がアドバイスを
行います。来場の際には、申告に必要な資料・筆記用具・
電卓などをお持ちください。
　当日、午前８時から中央公民館入口で配布する整理券の
番号順に受け付けますが、定員になり次第締め切ります。
※土地・建物の譲渡所得、株式譲渡、相続、贈与の相談は
行いません。

　

ｅ
�
Ｔ
ａ
ｘ
は
、
あ
ら
か
じ
め
開

始
届
出
書
を
提
出
し
、
登
録
を
し
て

お
け
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
国
税

に
関
す
る
申
告
や
納
税
、
申
請
・
届

け
出
な
ど
の
手
続
き
が
で
き
る
国
税

電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
で
す
。

※
詳
細
は
、
ｅ
�
Ｔ
ａ
ｘ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.e-tax.nta.go.jp/

）
ま

た
は
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
�
（
０

５
７
０
）
０
１
５
９
０
１
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〔
ｅ
�
Ｔ
ａ
ｘ
は
こ
こ
が
便

利
〕

▽
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
か
ら
直
接
電
子
申
告

で
き
ま
す
。

▽
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉

徴
収
票
等
の
添
付
書
類
は
提

出
不
要
で
す
（
確
定
申
告
期
限
か
ら

３
年
間
、
添
付
書
類
の
提
出
ま
た
は

提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
）。

▽
税
務
署
や
金
融
機
関
に
行
か
な
く

て
も
国
税
に
関
す
る
手
続
き
が
で
き

ま
す
。

▽
電
子
納
税
は
、
現
金
等
を
持
ち
歩

か
な
い
た
め
安
全
で
す
。

平
成　

年
度 
償
却
資
産
の
申
告

２１

　

所
得
税
の
確
定
申
告
を
ｅ
�
Ｔ
ａ

ｘ
で
申
告
さ
れ
る
方
は
、
電
子
証
明

書
の
取
得
が
必
要
で
す
。
確
定
申
告

時
期
が
近
づ
く
と
、
窓
口
が
大
変
混

雑
し
ま
す
の
で
、
電
子
証
明
書
の
取

得
は
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

電
子
証
明
書
の
申
請
に
は
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。
本

人
確
認
書
類
と
し
て
、
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
写
真
付
き
の
証

明
書
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
課

■償却資産の例示

課　　税　　客　　体資産の種類

門、塀、舗装路面、煙突、ネオン、内装、外装、
庭園、そのほか土地に定着する土木設備等構築物

旋盤、ボール盤、プレス機、モーター、ポン
プ、科学機械、コンベアー、医療機械、その
ほか物品の製造・加工等に使用する機械およ
び装置等

機械および
装置

ボート、釣り船、貨物船等船舶

飛行機、ヘリコプター、グライダー等航空機

フォークリフト、構内運搬車、自転車、大型
特殊自動車、ロードローラー、ブルドーザー、
パワーショベル、タイヤローラー等（ただし、
自動車税・軽自動車税が課税されるものは除
く）

車両および
運搬具

机、椅子、計算機、測定工具、検定工具、応
接セット、陳列ケース、ロッカー、医療用機
器、理容・美容機器、金庫、タイプライター、
自動販売機、冷蔵庫、テレビ、クーラー、そ
のほか各種工具および備品等

工具・器具
および備品

※アパートや駐車場等を経営されている場合､土地・家屋以
外の資産（エアコン､外溝、塀、アスファルト舗装、砂利
敷､フェンス等）は、償却資産に該当します。
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ｅｅ
��
Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

く
だ
さ
い

平
成

年
分
の
申
告
の

平
成　

年
分
の
申
告
の

２０２０

税
務
署
窓
口
で
の
相
談
、

税
務
署
窓
口
で
の
相
談
、

申
告
書
の
提
出
お
よ
び

申
告
書
の
提
出
お
よ
び

納
付
の
期
間

納
付
の
期
間

税
務
署
へ
の
電
話
は
自

税
務
署
へ
の
電
話
は
自

動
音
声
案
内
に
な
り
ま

動
音
声
案
内
に
な
り
ま

し
た
し
た

提
出
先

提
出
先

申
告
期
間

申
告
期
間 市

民
税
・
都
民
税
の
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告
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一
定
の
所
得
以
下
（
生
活
保
護
受

給
者
を
除
く
）
の
方
の
生
活
安
定
を

図
る
た
め
に
、
生
活
安
定
応
援
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
内
容
は
、
生
活
相
談
や
就
職

支
援
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
方

へ
の
資
金
の
貸
し
付
け
で
、
支
援
メ

ニ
ュ
ー
の
各
事
業
・
生
活
サ
ポ
ー
ト

特
別
貸
付
事
業
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

貸
付
事
業
（
別
表
参
照
）
か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
に
よ
っ
て
要
件
が
異
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対　
　
　

象

　

次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

▽
世
帯
の
生
計
中
心
者
で
あ
る
こ
と

▽
都
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
在
住

し
て
い
る
こ
と

▽
課
税
所
得
が
一
定
額
以
下
（
単
身

は
年
額　

万
円
以
下
、
扶
養
が
あ
る

５０

場
合
は
年
額　

万
円
以
下
）、ま
た
は

６０

「
収
入
要
件
基
準
表
」（
別
表
参
照
）

に
基
づ
き
、
総
収
入
額
が
基
準
額
以

下
で
あ
る
こ
と
（
た
だ
し
賃
貸
物
件

に
住
ん
で
い
る
場
合
は
、
月
額
７
万

円
を
限
度
に
家
賃
支
払
額
を
総
収
入

か
ら
減
額
）

▽
預
貯
金
等
の
保
有
額
が
６
０
０
万

円
以
下
で
あ
る
こ
と

▽
現
に
居
住
し
て
い
る
住
宅
、
山
林
、

田
畑
以
外
の
土
地
、
建
物
を
所
有
し

て
い
な
い
こ
と

▽
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
世
帯
主
ま

た
は
構
成
員
で
な
い
こ
と

※
共
通
要
件
の
ほ
か
に
、
次
の
各
要

件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
就
職
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

▽
公
共
職
業
訓
練
受
講
開
始
日
に
、

　

歳
未
満
で
あ
る
こ
と

６５▽
在
学
中
で
な
い
こ
と

　

昭
和
初
期　

弁
財
天
池

　

約
２
０
０
年
前
に
書
か
れ
た
『 
江 え

 
戸  
名  
所  
図  
会 
』
に
出
て
く
る
泉
龍
寺

ど 
め
い 
し
ょ 
ず 

え

弁
財
天
池
は
昭
和
の
は
じ
め
に
は
１

分
間
に
９
立
方
メ
ー
ト
ル
、
水
温
は

夏
冬
を
通
し
て　

度
と
い
う
水
を
一

１３

年
を
通
し
て
湧
き
出
し
て
い
た
。
だ

か
ら
夏
は
冷
た
く
、
冬
は
温
か
く
て

特
に
寒
い
日
な
ど
湯
気
を
立
て
て
い

た
。

　

そ
し
て
こ
の
水
は
清
水
川
と
な
っ

て
流
れ
出
し
流
域
の
田
ん
ぼ
を 
潤 
し

う
る
お

て
い
た
。
特
に
こ
の
水
は
日
照
り
の

夏
も
枯
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、

感
謝
の
気
持
ち
か
ら
、
下
流
の
村
々

で
は
毎
年 
水  
年  
貢 
と
し
て
収
穫
物
の

み
ず 
ね
ん 
ぐ

一
部
を
泉
龍
寺
に
納
め
て
い
た
。

　

ま
た
小
田
急
線
が
開
通
し
て
ま
も

な
い
こ
ろ
四
谷
区
教
育
会
が
池
の
南

に　

メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
を
造
っ
て
、

５０
夏
に
は
都
会
の
子
ど
も
た
ち
を
泳
が

せ
た
。
冷
た
い
こ
と
さ
え
我
慢
す
れ

ば
、
き
れ
い
な
水
を
十
分
使
え
た
し
、

季
節
は
ず
れ
に
は
釣
堀
に
も
で
き
た
。

　

こ
の
池
は
小
さ
い
子
ど
も
に
と
っ

て
も
よ
い
遊
び
場
だ
っ
た
。
周
囲
の

樹
木
が
ま
だ 
閑  
散 
と
し
て
い
た
か
ら

か
ん 
さ
ん

日
当
た
り
が
よ
く
、
砂
利
道
は
め
っ

た
に
車
が
通
ら
な
い
の
で
寝
そ
べ
る

の
に
よ
か
っ
た
。
深
さ
も
子
ど
も
の

腿
く
ら
い
。
そ
の
上
、
サ
ワ
ガ
ニ
や

イ
モ
リ
、
モ
エ
ビ
、
ハ
ヤ
、
ア
ユ
、

ウ
ナ
ギ
な
ど
が
い
た
の
で
、
そ
れ
ら

を
網
で
捕
っ
て
は
遊
ん
で
い
た
。
清

水
川
は
多
摩
川
に
つ
な
が
っ
て
い
る

の
で
、
遡
上
し
て
き
た
魚
が
こ
こ
で

行
き
止
ま
っ
て
住
み
着
く
の
で
あ
る
。

　

特
に
こ
の
池
に
は
、
藻
で
巣
を
つ

く
っ
て
卵
を
産
む
と
い
う
ム
サ
シ
ト

ミ
ヨ
（
ト
ゲ
ウ
オ
）
が
い
た
り
、
捕

っ
て
き
た
モ
エ
ビ
は
か
き
揚
げ
に
し

て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

水
が
き
れ
い
だ
っ
た
か
ら
カ
ワ
ニ

ナ
も
い
た
。
だ
か
ら
夏
に
な
る
と
ゲ

ン
ジ
ボ
タ
ル
が
輝
い
て
、 
幻  
想  
的 
な

げ
ん 
そ
う 
て
き

光
を
放
っ
た
。

　

池
か
ら
流
れ
出
し
た
と
こ
ろ
に
洗

い
場
が
あ
っ
た
。
農
家
の
人
た
ち
は

採
れ
た
ば
か
り
の
野
菜
や 
洗  
濯  
物 
を

せ
ん 
た
く 
も
の

リ
ヤ
カ
ー
に
積
ん
で
そ
こ
に
持
っ
て

き
て
は
洗
っ
て
い
た
。

　

夏
に
な
り
日
照
り
が
続
い
た
と
き
、

和
泉
の
人
た
ち
が
雨
乞
い
を
す
る
の

も
こ
の
池
か
多
摩
川
だ
っ
た
。
村
の

代
表
が
大
山
に
行
っ
て
い
た
だ
い
て

き
た
水
を
こ
の
池
に
流
し
な
が
ら

「
さ
ん
げ
さ
ん
げ 
六  
根  
清  
浄 
」と
唱

ろ
っ 
こ
ん 
し
ょ
う 
じ
ょ
う

え
て
お
祈
り
を
す
る
の
で
あ
る
。

　

島
の
中
央
に
は
弁
財
天
の 
祠 
が
あ

ほ
こ
ら

る
。『
江
戸
名
所
図
会
』
に
も
出
て
い

る
古
い
も
の
で
、
元
禄
６
年
と
刻
ま

れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
頭
が
人
で
、

体
が
蛇
の
形
を
し
た
弁
財
天
が
入
っ

て
い
た
が
、
今
は
お
寺
に
納
め
て
代

わ
り
の
も
の
を
入
れ
て
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
昭
和
７
年
に
四
谷
区
教

育
会
が
寄
進
し
た
灯
篭
。
宝
暦
二
年

に
ま
わ
り
地
蔵
尊
の
賽
銭
を
も
っ
て

架
け
ら
れ
た
石
橋
な
ど
、
み
な
霊
泉

と
し
て
の
信
仰
の 
賜  
物 
で
あ
る
。

た
ま 
も
の

　

い
ま
弁
財
天
池
特
別
緑
地
保
全
地

区
の
一
部（
弁
財
天
池
の
東
側
）に
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
松
の
葉
と
い

う
料
亭
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
堀
っ

た
池
が
あ
っ
て
水
が
湧
き
、
中
央
に

は
橋
が
架
か
っ
て
い
て
、 
一  
艘 
の
舟

い
っ 
そ
う

が
浮
か
ん
で
い
た
。
そ
の
澄
ん
だ
水

の
中
に
は
ア
ユ
や
ヒ
ガ
イ
な
ど
を
飼

っ
て
い
て
、
そ
れ
を
客
に
釣
ら
せ
た

り
、
料
理
に
し
て
出
し
て
い
た
。

　
　

井　

上　
　

孝

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その　１８０　－

▽
正
社
員
と
し
て
就
業
中
で
な
い
こ

と▽
雇
用
保
険
法
第　

条
に
規
定
さ
れ

１３

る
基
本
手
当
の
受
給
資
格
を
満
た
す

者
で
な
い
こ
と

▽
指
定
さ
れ
た
公
共
職
業
訓
練
を
受

講
し
、
都
内
で
就
業
す
る
意
思
が
あ

る
こ
と

▽
職
業
訓
練
受
講
後
、
す
ぐ
に
就
職

で
き
る
生
活
状
況
お
よ
び
健
康
状
況

に
あ
る
こ
と

■
生
活
サ
ポ
ー
ト
特
別
貸
付
事
業

　

東
京
都
が
指
定
す
る
職
業
訓
練
・

就
職
の
た
め
の
講
座
を
受
講
す
る
こ

と
。

　

講
座
に
よ
り
貸
付
条
件
や
内
容
が

異
な
り
ま
す
。

■
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事
業

　

対
象
と
な
る
子
ど
も
が
い
る
こ
と
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
社
会
福
祉

協
議
会
�
（
３
４
８
８
）
０
２
９
４

■支援メニュー

概　　　要事　業　名

▽都内４カ所に設置の「就職チャレンジ支
援相談室」で就職をサポート
▽年間１００コース以上の豊富な職業訓練を
実施
▽職業訓練受講者に対する受講奨励金の支
給（月額約１５万円）
▽採用企業に対する助成金制度

就職チャレンジ支援事業

公
共
職
業
訓
練

就職チャレンジ支援事業以外
職業能力開発センターの
職業訓練

東
京
都
が
指
定
す
る
職
業
訓
練
・
就
職
の
た
め
の
講
座

（
生
活
サ
ポ
ー
ト
特
別
貸
付
の
貸
付
要
件
と
な
る
講
座
）

東京しごとセンターで実施する講座、セミ
ナーのうち指定された講座

東京しごとセンターのセ
ミナー

特別養護老人ホーム等において、就労を希
望する方に対し、インターンシップの受け
入れを実施

インターンシップ
（介護保険施設等実施）

介護福祉士、ヘルパー等の資格を持つ方の
再就職を支援（カウンセラーによるマンツ
ーマンアドバイス、能力開発講座の実施）

キャリアカウンセリン
グ・能力開発講座（東京
都福祉人材センター実
施）

指定する養成施設での修学資金の貸し付け
（無利子）
〔貸与金額〕月額３万６，０００円×修学月数
〔償還免除〕知事の指定する施設で一定期
間業務に従事した場合

介護福祉士等の修学資金
貸与制度

働く方の職業能力向上を目的として民間企
業が実施する講座のうち、東京都が認める
講座（通学講座、通信講座）

その他の講座

■生活サポート特別貸付事業

適　　要貸付限度額貸付資金

一度に申請できる額は３０万円６０万円生活資金無利子貸付金

転居資金、就職支度資金・技能
習得資金

５０万円就職等一時金無利子貸付金

■チャレンジ支援貸付事業

摘　　要貸付限度額対　　象貸付資金

対象者が高校や
大学に入学した
場合は償還免除

１５万円中学校３年生

学習塾等受講料貸付金

２０万円高校３年生

３万５，０００円×３校高校３年生大学等受験料貸付金

■収入要件基準表

６５４３２１０扶養人数（人）

５５０万４９０万４４０万３８０万３２０万２６０万１７６万総収入（円）
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▽
日
曜
窓
口　
〔
日
時
〕　

日
�
午
前

２５

８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

▽
夜
間
窓
口　
〔
日
時
〕　

日
�
午
後

２９

８
時
ま
で

〔
会
場
〕
納
税
課

　

な
お
、
平
成　

年
度
市
民
税
・
都

２０

民
税
（
第
４
期
分
）、
平
成　

年
度
国

２０

民
健
康
保
険
税（
第
７
期
分
）は
、
２

月
２
日
�
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
納
付
は
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
納
税
課

 　

引
っ
越
し
に
伴
う
転
入
の
異
動
届

出
は
、
新
し
い
住
所
に
住
み
始
め
て

か
ら　

日
以
内
に
、
お
住
ま
い
の
区

１４

市
町
村
へ
届
け
出
を
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
住
民
基
本
台
帳
法
の
規
定
に

よ
る
届
け
出
は
、
予
定
さ
れ
て
い
る

定
額
給
付
金
を
は
じ
め
各
種
手
当
等

の
支
給
や
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
等
、

住
民
に
関
す
る
事
務
処
理
の
基
礎
と

な
る
も
の
で
す
の
で
、
早
め
に
正
確

な
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

外
国
人
の
方
も
住
み
始
め
て
か
ら

　

日
以
内
に
お
住
ま
い
の
区
市
町
村

１４へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
課

 　

環
境
保
全
等
の
取
り
組
み
を
市

民
・
事
業
者
・
行
政
の
参
加
と
協
働

１
月
の
夜
間
・
日
曜
納
税
窓

口
〜
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
〜

転
入
・
転
出
の
届
け
出
は
お

早
め
に

環
境
保
全
実
施
計
画
推
進
委

員
会
市
民
委
員
募
集

で
す
す
め
る
た
め
、
市
で
は
環
境
保

全
実
施
計
画
推
進
委
員
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

の　

歳
以
上
で
、
平
日
夜
の
会
議
に

１８
出
席
で
き
る
方

〔
募
集
人
員
〕
３
人
以
内

〔
任
期
〕
４
月
１
日
か
ら
平
成　

年
２４

３
月　

日
ま
で
の
３
年
間

３１

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

２
日
�
ま
で
に
作
文
「
環
境
に
つ
い

て
思
っ
て
い
る
こ
と
」（
字
数
制
限
な

し
）を
ま
と
め
、別
紙
に
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
市
の
ほ
か

の
審
議
会
等
に
属
す
る
方
は
、
そ
の

名
称
を
記
載
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵

送
（
必
着
）
で
、
環
境
管
理
課
環
境

整
備
係
へ
。

 　

狛
江
市
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
き
、

環
境
の
保
全
に
関
す
る
施
策
を
総
合

的
、
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
必
要

な
事
項
を
審
議
す
る
会
議
で
す
。

〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

の　

歳
以
上
で
、
平
日
の
会
議
に
出

１８
席
で
き
る
方

〔
募
集
人
員
〕
８
人
以
内

〔
任
期
〕
４
月
１
日
か
ら
平
成　

年
２３

３
月　

日
ま
で
の
２
年
間

３１

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

２
日
�
ま
で
に
作
文
「
環
境
に
つ
い

て
思
っ
て
い
る
こ
と
」
を
４
０
０
字

程
度
に
ま
と
め
、
別
紙
に
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
市
の

ほ
か
の
審
議
会
等
に
属
す
る
方
は
、

そ
の
名
称
を
記
載
の
上
、
持
参
ま
た

は
郵
送
（
必
着
）
で
、
環
境
管
理
課

環
境
整
備
係
へ
。

環
境
保
全
審
議
会
市
民
委
員

募
集

 　

老
齢
基
礎
年
金
や
老
齢
厚
生
年
金

な
ど
は
、
所
得
税
法
上
「
雑
所
得
」

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
課
税
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン

タ
ー
で
は
、
平
成　

年
の
年
金
の
支

２０

払
総
額
や
介
護
保
険
料
額
、
源
泉
徴

収
税
額
な
ど
を
記
載
し
た
「
公
的
年

金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
を
所
得
税
が

源
泉
徴
収
さ
れ
た
か
否
か
に
関
わ
ら

ず
、
老
齢
基
礎
年
金
や
老
齢
厚
生
年

金
な
ど
を
受
け
て
い
る
方
全
員
に
１

月
中
旬
か
ら
送
付
し
ま
す
。

　

２
つ
以
上
の
年
金
を
受
け
て
い
る

方
や
公
的
年
金
以
外
に
所
得
が
あ
る

方
は
、
確
定
申
告
を
す
る
際
に
も
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」が

手
元
に
届
か
な
い
と
き
や
紛
失
し
た

場
合
は
、
年
金
ダ
イ
ヤ
ル
�
０
５
７

０
（　

）
１
１
６
５
、
Ｉ
Ｐ
電
話
・

０５

Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
�
（
６
７
０
０
）
１

１
６
５
へ
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１

１
 　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
確

定
申
告
で
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

確
定
申
告
で
社
会
保
険
料
控
除
の

適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
納
付
し

た
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
社
会
保
険
庁
で
は
９

月　

日
ま
で
に
納
付
し
た
国
民
年
金

３０
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
方

に
源
泉
徴
収
票
を
送
付
し
ま

す確
定
申
告
に
は
社
会
保
険
料

控
除
証
明
書
が
必
要
で
す

保
険
料
額
を
証
明
す
る
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
を　

月
上
旬
に
送
付
し
て
い
ま

１１

す
。

　

確
定
申
告
を
す
る
際
に
は
、
こ
の

証
明
書
と　

月
１
日
以
降
に
納
付
し

１０

た
保
険
料
の
領
収
書
を
併
せ
て
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、　

月
１
日
か
ら　

月　

日

１０

１２

３１

ま
で
の
間
に
、
平
成　

年
に
初
め
て

２０

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

に
つ
い
て
は
、
２
月
上
旬
に
「
控
除

証
明
書
」
を
送
付
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

紛
失
等
に
よ
る
再
発
行
や
「
控
除

証
明
書
」
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
�
０
５

７
０
（
０
７
０
）
１
１
７
、
Ｉ
Ｐ
電

話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
�（
６
７
４
８
）

８
８
８
２
へ
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１

１
 　

東
京
社
会
保
険
事
務
局
で
は
、
市

場
化
テ
ス
ト
事
業
の
一
環
と
し
て
、

国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
と
な
っ
て

い
る
方
に
対
す
る
電
話
や
文
書
に
よ

る
納
付
督
励
、
ま
た
戸
別
訪
問
に
よ

る
納
付
督
励
お
よ
び
保
険
料
の
収
納

業
務
を
、
民
間
に
委
託
を
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

委
託
事
業
者
に
は
、
納
付
督
励
に

必
要
と
な
る
国
民
年
金
保
険
料
の
未

納
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
や
独

自
の
取
扱
規
程
、
本
事
業
に
係
る
委

託
契
約
書
等
で
、
目
的
外
使
用
や
閲

覧
、
漏
え
い
、
複
写
等
を
禁
じ
る
な

ど
厳
格
な
安
全
管
理
措
置
を
講
じ
て

国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
業

務
を
民
間
に
委
託
し
て
い
ま

す

い
ま
す
。

　

民
間
事
業
者
の
担
当
者
が
保
険
料

を
預
か
っ
て
収
納
す
る
場
合
は
、
お

客
様
が
保
険
料
の
納
付
書
を
持
っ
て

い
る
場
合
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

社
会
保
険
庁
が
発
行
し
た
保
険
料

の
納
付
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
か
ら
、

現
金
を
預
か
り
、
領
収
書
を
発
行
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

〔
委
託
事
業
者
と
照
会
先
〕
�
も
し

も
し
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
�（
０
１
２
０
）

９
１
７
７
０
７

〔
実
施
期
間
〕
平
成　

年
９
月　

日

２２

３０

ま
で

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１

１
 

�
公
共
施
設
再
編
方
針
策
定
委
員
会

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
７
時
か

１９

ら〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
政
策
室
企
画
法
制

担
当

�
狛
江
市
社
会
教
育
委
員
の
会
議

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
６
時　

２０

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
３
０
１
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課
社
会

教
育
係

�
第
９
回
狛
江
市
総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会
議

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
７
時
か

２７

ら〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課
�
（
３
４

３
０
）
１
１
４
１

　

主
税
局
や
税
務
署
職
員
を
装
い
、

医
療
費
や
税
金
な
ど
の
還
付
金
が

あ
る
と
言
葉
巧
み
に
だ
ま
し
て
、

携
帯
電
話
か
ら
指
定
し
た
電
話
番

号
に
か
け
る
よ
う
指
示
し
、
金
融

機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払

機
）
を
操
作
さ
せ
、
多
額
の
金
額

を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
「
還

付
金
詐
欺
」
が
都
内
で
も
多
発
し

て
い
ま
す
。

　

主
税
局
で
は
、
還
付
金
を
お
渡

し
す
る
た
め
に
、
金
融
機
関
等
の

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
求
め
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
の

操
作
を
求
め
ら
れ
た
ら
、
そ
れ
は

「
還
付
金
詐
欺
」
で
す
。

　

万
が
一
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ

た
ら
、
直
ち
に
警
察
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
平
成　

年
６

２０

月
に
施
行
さ
れ
た
「
振
り
込
め
詐

欺
救
済
法
」
に
よ
り
、
被
害
回
復

分
配
金
の
対
象
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
振
り
込
み
を
行
っ

た
先
の
金
融
機
関
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
立
川
都
税
事
務

所
総
務
課
�
０
４
２
（
５
２
３
）

３
１
７
１
、
東
京
都
主
税
局
総
務

課
�
（
５
３
８
８
）
２
９
２
４

　

信
頼
と
安
心
の
も
と
に
住
宅
を

供
給
で
き
る
よ
う
、「
特
定
住
宅
瑕

疵
担
保
責
任
の
履
行
の
確
保
等
に

関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
１
日
以
降
に
新

２１

１０

築
住
宅
を
引
き
渡
す
場
合
は
、
保

険
加
入
ま
た
は
供
託
の
い
ず
れ
か

の
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▽
建
設
業
者
、
宅
地
建
物
取
引
業

者
の
皆
さ
ん
「
保
険
等
の
準
備
は

お
済
み
で
す
か
」

　
　

月
１
日
以
降
に
引
き
渡
す
住

１０
宅
は
保
険
か
供
託
が
必
要
で
す
。

特
に
保
険
は
工
事
中
に
検
査
を
行

う
た
め
、
着
工
前
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
準
備
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
法
人
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
、

�
住
宅
あ
ん
し
ん
保
証
�
（
３
５

１
６
）
６
３
３
３
、
�
住
宅
保
証

機
構
�
（
３
５
８
４
）
６
６
３
１
、

�
日
本
住
宅
保
証
検
査
機
構
�

（
３
６
３
５
）
３
６
５
５
、
�
ハ

ウ
ス
ジ
ー
メ
ン
�
（
５
４
０
８
）

８
４
８
６
、
ハ
ウ
ス
プ
ラ
ス
住
宅

保
証
�
�
（
５
７
７
７
）
１
４
３

４
へ
。

▽
住
宅
を
購
入
さ
れ
る
皆
さ
ん

「
保
険
や
供
託
の
確
認
を
お
忘
れ

な
く
」

　
　

月
１
日
以
降
に
引
き
渡
さ
れ

１０
る
住
宅
に
は
、
法
律
に
よ
り
、
事

業
者
に
保
険
か
供
託
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。
住
宅
を
購
入
さ
れ
る

際
は
、
そ
の
住
宅
が
き
ち
ん
と
保

険
や
供
託
の
措
置
を
と
ら
れ
て
い

る
か
忘
れ
ず
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
国
土
交
通
省
住

宅
局
住
宅
生
産
課
住
宅
瑕
疵
担
保

対
策
室
�（
５
２
５
３
）８
１
１
１

�
��
���
��
�
�
	


�

��

�

〜
資
力
確
保
の
準
備
に
関
す
る
お
知
ら
せ
〜

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�



�　広報こまえ　平成 ２１ 年（２００９ 年）１ 月 １５ 日

狛江市役所　� （3430）1111　  （3430）6870　  http://www.city.komae.tokyo.jp/FAX HP

�

�

�

�

������������������

������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

計
画
、
妊
婦
体
操
（
実
習
）
▽
２
回

目　

赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
生
活
（
先
輩

マ
マ
の
話
）、
妊
娠
中
の
食
事
・
食
事

バ
ラ
ン
ス
チ
ェ
ッ
ク
、
赤
ち
ゃ
ん
と

マ
マ
パ
パ
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
▽
３

回
目　

赤
ち
ゃ
ん
の
沐
浴
・
お
む
つ

交
換
（
実
習
）、
パ
パ
の
た
め
の
妊
婦

体
験
、
育
児
の
話
と
ほ
の
ぼ
の
ふ
れ

あ
い
な
ど

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

支
援
課
健
康
推
進
係
�（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

■
育
児
学
級

　

生
後
５
・
６
カ
月
児
の
保
育
と
離

乳
食
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
す
。
受
講

中
は
民
生
・
児
童
委
員
の
協
力
に
よ

り
乳
児
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
２
月
５
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
（
３
時　

分

２０

３０

終
了
予
定
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
対
象
〕
第
一
子
目
の
保
護

者
〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
持
ち
物
〕

２５

母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

支
援
課
健
康
推
進
係
�（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

■
自
立
生
活
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
学
習

会
〜
知
的
障
が
い
者
の
対
人
関
係
に

つ
い
て
〜

▽
家
族
・
支
援
者
向
け　
〔
日
時
〕
１

月　

日
�
午
前　

時
〜
正
午〔
会
場
〕

３１

１０

あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
知

的
障
が
い
者
の
家
族
お
よ
び
支
援
者

〔
定
員
〕　

人
〔
内
容
〕
対
人
関
係

７０

に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
の
傾
向
や
対
策

〔
講
師
〕
堀
江
ま
ゆ
み
さ
ん
（
白
梅

学
園
大
学
教
授
）

▽
当
事
者
向
け　
〔
日
程
〕２
月
７
日

�
・
３
月
７
日
�
（
２
回
制
）〔
時

間
〕午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分〔
会

３０

３０

場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕

市
内
在
住
で　

歳
以
上
の
軽
度
知
的

１８

障
が
い
者
お
よ
び
発
達
障
が
い
者

〔
定
員
〕　

人
〔
内
容
〕
一
般
的
な

２０

対
人
関
係
お
よ
び
知
り
合
い
と
の
対

人
関
係
〔
講
師
〕
山
本
良
典
さ
ん

（
東
京
都
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
）、
堀
江
ま
ゆ
み
さ
ん
（
白
梅
学
園

大
学
教
授
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江

市
障
害
者
地
域
自
立
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
�
（
５
４
３
８
）
３
５
３
３
へ
。

■
２
月
の
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

▽
健
美
操
（
体
操
）　

〔
日
程
〕
４
日

�
〔
講
師
〕 
■  ぬで
 
 
島 
和
佳
惠
さ
ん

し
ま

▽
低
栄
養
が
老
化
を
ま
ね
く
〜
食
生

活
指
針　

ヶ
条
と
は
〜　
〔
日
程
〕　

１５

１９

日
�
〔
講
師
〕
伊
藤
和
香
子
さ
ん

（
こ
ま
え
苑
管
理
栄
養
士
）

▽
沖
縄
民
謡
に
合
わ
せ
て
足
腰
を
鍛

え
よ
う　
〔
日
程
〕　

日
�
〔
講
師
〕

２５

こ
ま
え
苑
職
員

各
日
〔
時
間
〕
午
後
１
時　

分
〜
３

３０

時
〔
定
員
〕
先
着　

人
※
教
室
開
催

２０

中
の
水
分
は
、
各
自
で
準
備
し
、
運

動
の
際
は
、
動
き
や
す
い
服
装
・
上

履
き
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
１
月

　

日
�
か
ら
こ
ま
え
苑
�
（
３
４
８

１６９
）
２
４
１
７
へ
。

 
■
育
児
相
談
〜
子
ど
も
の
身
長
・
体

重
も
測
れ
ま
す
〜

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前
９
時　

２８

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康

手
帳

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

 
■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
２
月
２
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
７
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１９母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
幼
児
の
歯
ブ
ラ
シ

※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

■
３
歳
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
受
付
時
間
は

１２

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
１
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１８母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
・
保
険
証
※
対

象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

 
■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

〔
日
時
〕
２
月
３
日
�
受
付
時
間
は

午
前　

時
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ

１０

１０

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
生
後

３
〜
６
カ
月
未
満
（
８
月
５
日
〜　
１１

月
８
日
生
ま
れ
）
の
乳
児
※
通
知
対

象
者
は
平
成　

年　

月
生
ま
れ
の
乳

２０

１０

児
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
予

診
票

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

 
■
認
知
症
予
防
講
演
会
「
介
護
の
現

場
か
ら
見
た
認
知
症
」

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２９

４
時
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館
〔
対
象
〕

　

歳
以
上
の
高
齢
者
お
よ
び
そ
の
家

６５族
の
方
〔
定
員
〕　

人
〔
内
容
〕
認

８０

知
症
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
自

宅
で
簡
単
に
で
き
る
認
知
症
予
防
の

運
動
〔
講
師
〕
中
西
直
子
さ
ん
（
ア

ー
ス
サ
ポ
ー
ト
㈱
保
健
師
）
※
軽
い

運
動
の
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

日
１６

�
か
ら
介
護
支
援
課
高
齢
者
支
援
係

へ
。

■
マ
マ
・
パ
パ
学
級
（
３
回
制
）

　

現
在
第
１
子
妊
娠
中
の
お
母
さ

ん
・
お
父
さ
ん
の
た
め
の
講
座
で
す
。

妊
娠
中
の
生
活
、
出
産
、
育
児
に
つ

い
て
学
び
な
が
ら
お
友
だ
ち
づ
く
り

を
し
ま
せ
ん
か
。

〔
日
程
〕
毎
月
（
２
月
を
除
く
）〔
会

場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
内
容
〕

▽
１
回
目　

妊
娠
中
の
生
活
・
家
族

�

�
�

���
�
�
�
�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

�
♯
７
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３
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〔
診
療
日
〕
月
〜
金
曜
日
（
当
院

の
休
診
日
は
除
く
）

〔
受
付
時
間
〕午
後
７
時
〜
９
時

　

分
３０〔

対
象
〕　

歳
以
下
の
急
病
の
お

１５

子
さ
ん

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
受
診

○
慈
恵
第
三
病
院
内
「
狛
江
・
調

布
小
児
初
期
救
急
平
日
準
夜
間

診
察
室
」

　
　

�
（
３
４
８
８
）
２
０
６
１

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日

１８

２５

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

　

今
ま
で
は
、
過
去
２
年
間
保
険

税
の
未
納
が
な
か
っ
た
方
や
、
年

金
収
入
１
８
０
万
円
未
満
の
方
の

保
険
料
を
世
帯
主
・
配
偶
者
が
支

払
う
場
合
に
の
み
「
口
座
振
替
」

を
選
択
で
き
ま
し
た
が
、
平
成　
２１

年
度
か
ら
は
「
年
金
か
ら
の
お
支

払
い
」（
特
別
徴
収
）
と
「
口
座
振

替
」
の
い
ず
れ
か
を
無
条
件
で
選

ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

現
在
、
保
険
料
（
税
）
が
年
金

か
ら
差
し
引
か
れ
て
い
る
方
で
、

口
座
振
替
で
の
支
払
い
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、「
口
座
振
替
依
頼

書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
振
替

希
望
口
座
の
通
帳
、
通
帳
の
届
け

印
、
保
険
証
を
お
持
ち
に
な
り
、

健
康
支
援
課
保
険
年
金
係
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

１
月　

日
�
ま
で
に
申
請
さ
れ

３０

た
方
は
、
４
月
分
の
年
金
天
引
き

か
ら
中
止
さ
れ
、
口
座
振
替
に
変

更
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
降
に
申

請
さ
れ
た
方
は
、
６
月
分
以
降
か

ら
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
を
口

座
振
替
で
支
払
っ
て
い
る
方
で
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す

る
際
に
、
引
き
続
き
口
座
振
替
で

の
支
払
い
を
希
望
す
る
場
合
は
改

め
て
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
保

険
年
金
係

�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
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�
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�

�

�
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�����������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
　

歳
以
上
の
方
で
介
護
保
険
料

６５
に
一
定
期
間
以
上
の
滞
納
が
あ
る

場
合
、
滞
納
期
間
に
応
じ
て
次
の

保
険
給
付
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

〔
滞
納
期
間
と
制
限
の
内
容
〕

▽
滞
納
１
年
以
上（
償
還
払
い
化
）

　

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
全
額
（　
１０

割
）
を
い
っ
た
ん
自
己
負
担
し
、

申
請
後
、市
か
ら
保
険
給
付
費（
９

割
）
を
支
給
し
ま
す
。

▽
滞
納
１
年
６
カ
月
以
上
（
給
付

差
し
止
め
）　

償
還
払
い
化
さ
れ

た
保
険
給
付
費
の
支
給
を
、
申
請

後
も
保
険
料
が
支
払
わ
れ
る
ま
で

差
し
止
め
ま
す
。

▽
滞
納
２
年
以
上（
給
付
額
減
額
）

　

保
険
給
付
費
が
９
割
か
ら
７
割

に
減
額
さ
れ
、
自
己
負
担
（
通
常

１
割
）
が
３
割
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。

　

保
険
料
は
、
２
年
を
過
ぎ
る
と

時
効
に
よ
り
支
払
う
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　

認
定
を
受
け
介
護
が
必
要
な
状

態
は
長
期
化
す
る
こ
と
も
多
く
、

い
ざ
介
護
を
受
け
よ
う
と
す
る
と

き
に
高
額
な
負
担
に
な
ら
な
い
よ

う
、
介
護
保
険
料
の
滞
納
に
は
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

生
活
困
難
等
で
納
付
が
困
難
な

場
合
に
は
、
分
割
納
付
等
の
納
付

相
談
も
応
じ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
介
護
支
援
課
介

護
保
険
係

介介介介介介介介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護護護護護護護護
保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険
料料料料料料料料料料料料料料料料料
ののののののののののののののののの
滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞
納納納納納納納納納納納納納納納納納
ととととととととととととととととと
給給給給給給給給給給給給給給給給給
付付付付付付付付付付付付付付付付付
制制制制制制制制制制制制制制制制制
限限限限限限限限限限限限限限限限限

介
護
保
険
料
の
滞
納
と
給
付
制
限

介
護
保
険
料
の
滞
納
と
給
付
制
限
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グ
ー
グ
ル
社
�
（
６
４
１
５
）
５
２

０
０
へ
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
政
策
室
企
画
法
制

担
当

■
野
川
下
流
部
合
流
改
善
施
設
の
設

計
説
明
会

　

東
京
都
で
は
、
野
川
処
理
区
の
合

流
式
下
水
道
改
善
計
画
を
進
め
て
お

り
、
こ
の
一
環
と
し
て
、
野
川
下
流

部
改
善
施
設
を
旧
第
七
小
学
校
跡
地

へ
設
置
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
今
回
、
施
設
の
概
要
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
設
計
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

〔
日
時
・
会
場
〕
▽
１
月　

日
�
午

２４

前　

時
〜
正
午
・
野
川
地
域
セ
ン
タ

１０
ー
▽　

日
�
午
前　

時
〜
正
午
・
上

２５

１０

和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
上
下
水
道
課
下
水

道
管
理
係
、
東
京
都
下
水
道
局
流
域

下
水
道
本
部
�
０
４
２
（
５
２
７
）

４
４
０
９

■
狛
江
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
説
明
会

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

時　

２４

１０

３０

分
〜
正
午
〔
会
場
〕
和
泉
児
童
館
※

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
〔
内
容
〕
子

育
て
の
手
伝
い
を
お
願
い
し
た
い
方

と
手
伝
う
こ
と
が
で
き
る
方
が
会
員

に
な
り
、
相
互
に
助
け
合
う
有
償
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
説
明
会
で
す
。

利
用
会
員
（
援
助
を
受
け
た
方
）
は

サ
ポ
ー
ト
会
員
（
援
助
を
し
た
方
）

に
お
子
さ
ん
１
人
当
た
り
１
時
間
に

つ
き
７
０
０
円
（
曜
日
、
時
間
に
よ

っ
て
は
８
０
０
円
）
の
謝
礼
金
を
支

払
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
ト
会
員
希
望
者

は
説
明
会
と
講
習
（
２
日
間
）
の
受

講
が
必
要
で
す
※
１
歳
以
上
の
託
児

を
行
い
ま
す
。
申
し
込
み
は　

日
�

２３

ま
で
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
�

（
３
４
８
０
）
１
５
８
７
（
火
〜
土

曜
日
午
前　

時
〜
午
後
６
時
）
へ
。

１０

■
東
京
都
産
業
別
最
低
賃
金
の
改
正

「
必
ず
チ
ェ
ッ
ク　

最
低
賃
金
！　

使
用
者
も　

労
働
者
も
」

　

東
京
都
の
産
業
別
最
低
賃
金
は
、

平
成　

年　

月　

日
�
か
ら
、
左
表

２０

１２

３１

の
と
お
り
改
正
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
労
働
局
賃
金

課
�
（
３
５
１
２
）
１
６
１
４

■
１
月　

日
�
は
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ

１７

ィ
ア
の
日
〜
見
つ
け
た
！
地
域
の
た

め
に
で
き
る
こ
と
〜

　

平
成
７
年
１
月　

日
に
発
生
し
た

１７

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
全
国
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
つ
け
、
そ

の
活
動
の
重
要
性
が
社
会
に
広
く
認

識
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
に
「
防
災
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
日
」
と
「
防
災
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
週
間
」（
１
月　

日
�
〜　

日

１５

２１

�
）
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕狛
江
消
防
署
�（
３

４
８
０
）
０
１
１
９

■
１
月　

日
�
は
文
化
財
防
火
デ
ー

２６

〜
育
て
よ
う
歴
史
を
守
る
防
火
の
心

〜
　

東
京
消
防
庁
で
は
、
１
月　

日
�

２６

を
中
心
に
消
防
用
設
備
な
ど
の
点
検

や
自
衛
消
防
訓
練
な
ど
を
呼
び
か
け

ま
す
。

　

貴
重
な
財
産
で
あ
る
文
化
財
の
火

災
予
防
を
推
進
し
ま
す

〔
問
い
合
わ
せ
〕狛
江
消
防
署
�（
３

４
８
０
）
０
１
１
９

 
■
保
健
師
・
看
護
師
・
保
育
士
（
臨

時
職
員
）

〔
対
象
〕
お
お
む
ね　

歳
ま
で
で
保

６０

健
師
、
看
護
師
、
ま
た
は
保
育
士
の

資
格
を
有
す
る
方
〔
業
務
内
容
〕
乳

幼
児
健
診
等
に
関
す
る
業
務
〔
勤
務

場
所
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

■
千
代
田
区
立
神
田
一
橋
中
学
校
通

信
教
育
課
程
生
徒

〔
対
象
〕
都
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、

�
尋
常
小
学
校
か
国
民
初
等
科
を
修

了
し
た
が
、
高
等
学
校
の
入
学
資
格

の
な
い
方
�
現
行
制
度
で
の
義
務
教

育
未
修
了
で
学
齢
相
当
年
齢
を
超
過

し
た
方
で
、
�
に
準
ず
る
方
〔
募
集

人
員
〕　

人
〔
選
考
日
〕
３
月
８
日

４０

�
午
前　

時
か
ら

１０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

　

日
�
ま
で
に
願
書
を
〒
１
０
１
�

２７０
０
０
３
千
代
田
区
一
ツ
橋
２
�
６

�　

千
代
田
区
立
神
田
一
橋
中
学
校

１４
通
信
教
育
課
程
�
（
３
２
６
５
）
５

９
６
１
へ
。

 
■
和
紙（
色
紙
）で
折
る
お
ひ
な
さ
ま

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
前　

時
〜

１２

１０

正
午
〔
定
員
〕　

人
〔
講
師
〕
磯
久

２５

子
さ
ん
（
折
り
紙
講
師
）〔
参
加
費
〕

６
０
０
円
（
材
料
代
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
野
川
地
域
セ
ン
タ

ー
�
（
３
４
８
０
）
２
２
１
１

■
お
ひ
な
さ
ま
に
ぴ
っ
た
り
の
花
の

祭
り
寿
司
を
作
り
ま
せ
ん
か

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
前　

時
か

１４

１０

ら
〔
定
員
〕　

人
（
大
人
の
み
）〔
講

２４

師
〕
今
田
緑
さ
ん
（
管
理
栄
養
士
）

〔
持
ち
物
〕
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

タ
オ
ル
・
ふ
き
ん
・
ま
き
す
〔
参
加

費
〕
７
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
１
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
上
和
泉
地
域

１６セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１
０

１
へ
。

 
〔
日
時
〕
２
月
７
日
�
午
前　

時
〜

１０

午
後
１
時
〔
対
象
〕
成
人
男
性
〔
定

員
〕
先
着　

人
〔
講
師
〕
小
林
秀
子

１５

さ
ん
（
料
理
研
究
家
）〔
持
ち
物
〕
エ

プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
ふ
き
ん
〔
参
加

費
〕
９
０
０
円
（
材
料
代
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
南
部

地
域
セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
２

１
５
０
へ
。

■
男
の
料
理
教
室
「
冬
の
寒
い
日
に

ヒ
ラ
ヒ
ラ
ご
ぼ
う
と
鶏
だ
ん
ご
の

変
わ
り
鍋
」

 
■
特
別
支
援
学
級
連
合
展
覧
会

　

小
・
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
の

子
ど
も
た
ち
や
、
調
布
特
別
支
援
学

校
・
府
中
特
別
支
援
学
校
・
久
我
山

盲
学
校
に
通
っ
て
い
る
市
内
在
住
の

子
ど
も
た
ち
の
学
習
の
成
果
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

〔
日
程
〕
１
月　

日
�
〜　

日
�

１７

３０

（　

日
�
は
午
前
中
の
み
）〔
会
場
〕

３０
泉
の
森
会
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕
指
導
室

■
や
さ
き
や
ま
文
庫
「
折
り
紙
で
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
と
か
い
じ
ゅ
う
を
作
ろ

う
」

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

時
〜

２４

１０

　

時
〔
会
場
〕
第
三
小
学
校
〔
対
象
〕

１１小
学
生
（
小
学
校
低
学
年
の
参
加
は

な
る
べ
く
親
子
で
）〔
持
ち
物
〕
作
品

持
ち
帰
り
用
の
手
提
げ
袋
〔
協
力
〕

た
ま
川
遊
び
の
会

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課
社
会

教
育
係

■
新
春
こ
ど
も
お
楽
し
み
会

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

時
〜

２５

１０

午
後
２
時
〔
映
画
会
〕
レ
ミ
ー
の
お

い
し
い
レ
ス
ト
ラ
ン
（
上
映
時
間
１

１
１
分
）午
前　

時
か
ら〔
オ
リ
ジ
ナ

１０

ル
の
羽
子
板
を
つ
く
っ
て
遊
ぼ
う
〕

ベ
ー
ゴ
マ
・
羽
子
板
・
け
ん
玉
・
こ

ま
回
し
・
お
て
だ
ま
・
百
人
一
首
・

ト
ラ
ン
プ
・
ウ
ノ
・
オ
セ
ロ

〔
問
い
合
わ
せ
〕
野
川
地
域
セ
ン
タ

ー
�
（
３
４
８
０
）
２
２
１
１

 
■
「
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
」
か
ら
の

削
除
を
希
望
す
る
方
へ

　

グ
ー
グ
ル
社
は
地
図
検
索
サ
ー
ビ

ス
「
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
」
に
つ
い

て
、
利
用
者
か
ら
の
削
除
要
望
に
応

じ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
配
慮
し

て
い
ま
す
。

　

個
人
が
特
定
さ
れ
る
な
ど
、
不
適

切
な
画
像
の
削
除
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
以
下
の
方
法
で
削
除
の
申
し
出

が
で
き
ま
す
。

〔
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
〕
グ
ー
グ

ル
マ
ッ
プ（http://m

aps.google.
co.jp/m

aps

）
上
で
、
ス
ト
リ
ー

ト
ビ
ュ
ー
画
面
を
開
き
、
左
下
に
あ

る
「
問
題
の
報
告
は
こ
ち
ら
」
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
と
「
不
適
切
な
ス
ト
リ

ー
ト
ビ
ュ
ー
を
報
告
」
の
表
示
が
出

る
の
で
、
画
面
指
示
に
従
い
削
除
を

申
し
出
て
く
だ
さ
い
〔
電
話
か
ら
〕

以　下　は　広　告　枠　で　す

■東京都産業別最低賃金一覧

時間額業　　種

８３２円鉄鋼業

８２０円はん用機械器具、生産用機械器具製造業

８１７円業務用機械器具、電気機械器具、情報通信機
械器具、時計・同部分品、眼鏡製造業

８１９円自動車・同附属品製造業、船舶製造・修理業、
舶用機関製造業、航空機・同附属品製造業

８１３円出版業

７８７円各種商品小売業
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�
中
央
公
民
館　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

■
女
性
問
題
講
座
「
も
っ
と
ゆ
た
か

に
生
き
た
い
か
ら
〜
狛
江
の
女
性
た

ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」　

〔
日
程
〕

左
表
の
と
お
り
〔
時
間
〕
午
後
２
時

〜
４
時
〔
定
員
〕
約　

人
３０

 
�
中
央
図
書
館　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
４

■
親
子
読
書
推
進
事
業
絵
本
講
座

▽
こ
と
ば
の
喜
び
・
絵
本
の
力
�
赤

ち
ゃ
ん
に
絵
本
を　
〔
日
程
〕▽
２
月

　

日
�
（
０
〜
１
歳
の
部
）
▽　

日

１２

２６

�
（
２
〜
３
歳
の
部
）〔
時
間
〕
午
前

　

時
〜
正
午
〔
対
象
〕
乳
幼
児
へ
の

１０読
み
き
か
せ
に
興
味
関
心
の
あ
る
方

※
子
ど
も
連
れ
で
も
入
場
で
き
ま
す

〔
講
師
〕
渡
辺
順
子
さ
ん
（
す
ず
ら

ん
文
庫
主
宰
）
※
お
は
な
し
会
も
行

い
ま
す
。

以　下　は　広　告　枠　で　す

�

�

�

�

�����������

�����������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

メ
ー
ン
会
場
と
な
る
川
口
町

運
動
公
園
多
目
的
広
場
で
は
、

復
興
へ
の
元
気
と
希
望
を
雪
灯

り
に
込
め
て
、「
絆
」
を
描
き
ま

す
。
２
万
本
の
ロ
ウ
ソ
ク
で
浮

か
び
上
が
る
白
銀
の
大
地
は
、

雪
と
灯
り
の
織
り
成
す
幻
想
的

な
情
景
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
郷
土
料
理

で
心
も
体
も
温
ま
る
飲
食
ブ
ー

ス
、
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
め

る
雪
上
滑
り
台
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
は
じ
め
た

１
チ
ー
ム
５
人
で
制
限
時
間
内

に
人
力
で
雪
を
高
く
積
み
上
げ

る
「
雪
積
み
合
戦
」
も
開
催
し

ま
す
。

　

ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
お
越
し
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■
雪
積
み
合
戦

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
▽
小
学

２８

生
の
部　

正
午
〜
午
後
２
時
▽

中
学
生
以
上
の
部　

午
後
２
時

〜
５
時

〔
優
勝
賞
金
〕
５
万
円
（
小
学

生
の
部
に
は
賞
品
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕

１
月　

日
�
ま
で
に
雪
積
合
戦

３０

事
務
局
�
０
２
５
８
（　

）
２

８９

１
１
９
へ
。

■
雪
灯
り
作
成
体
験

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
１

２８

時
か
ら

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕

１
月　

日
�
ま
で
に
、
雪
洞
火

３０

ぼ
た
る
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

�
０
２
５
８
（　

）
３
１
１
３

８９

へ
。

■
え
ち
ご
川
口
ホ
テ
ル
サ
ン
ロ

ー
ラ
「
冬
季
特
別
プ
ラ
ン
」

〔
期
間
〕
３
月　

日
�
ま
で

２７

〔
内
容
〕
一
泊
二
食
付
（
消
費

税
込
、
入
湯
税
別
）
８
�８
０
０

円
（
お
一
人
様
ご
利
用
料
金
）

〔
特
典
〕
魚
沼
産
こ
し
ひ
か
り

１
�
の
お
土
産
付
き

※
詳
細
は
え
ち
ご
川
口
ホ
テ
ル

サ
ン
ロ
ー
ラ
�
０
２
５
８（　

）
８９

３
０
０
０
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
川
口
町
産
業

振
興
課
�
０
２
５
８（　

）３
１

８９

１
３

～多摩川流域郷土芸能フェスティバル～
　
　

月
７
日
に
エ
コ
ル
マ
ホ
ー

１２
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
第
９
回
多

摩
川
流
域
郷
土
芸
能
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
に
、
小
菅
村
か
ら
も

橋
立
神
楽
保
存
会　

人
が
出
演

１９

し
ま
し
た
。

　

橋
立
神
楽
は
２
０
０
年
以
上

の
歴
史
を
も
つ
神
楽
で
、
今
回

演
じ
ら
れ
た
「 
三  
番  
叟 
」
は
、

さ
ん 
ば 
そ
う

十
二
幕
あ
る
神
楽
の
う
ち
の
一

幕
で　

分
以
上
の
長
い
幕
で
す
。

４０

　

今
回
で
第
９
回
と
な
る
多
摩

川
流
域
郷
土
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
、
多
摩
川
イ
ベ
ン
ト
ラ

リ
ー
に
参
加
し
て
い
る
４
市
町

村
を
は
じ
め
、
多
摩
川
流
域
の

郷
土
芸
能
が
競
演
す
る
こ
と
に

よ
り
、
住
民
の
交

流
を
深
め
る
た
め

に
実
施
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
開
催
地
の
狛
江

市
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
小
菅

村
の
お
隣
と
な
る
東
京
都
奥
多

摩
町
や
山
梨
県
丹
波
山
村
も
参

加
し
て
い
ま
す
。
出
演
し
た
橋

立
神
楽
保
存
会
の
皆
さ
ん
も
、

他
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
郷

土
芸
能
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

自
分
た
ち
の
地
域
の
芸
能
を
再

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う

で
す
。

　

今
年　

月
に
開
催
さ
れ
る
第

１２

　

回
も
小
菅
村
は
出
演
す
る
予

１０定
で
す
。
ま
た
、
８
月
か
ら
９

月
に
か
け
て
は
村
内
各
所
で
地

域
の
お
祭
り
が
催
さ
れ
ま
す
。

ホ
ー
ル
で
の
演
舞
と
ま
た
違
っ

た
お
も
し
ろ
さ
が
あ
る
神
楽
殿

で
の
演
舞
を
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。
地
域
の
お
祭
り

の
日
程
は
７
月
ご
ろ
決
定
し
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
小

菅
村
源
流
振
興
課
へ
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
小
菅
村
源
流

振
興
課
�
０
４
２
８
（　

）
０

８７

１
１
１

住民交流
友好都市
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▽
布
の
絵
本
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ　

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
１
時　

１２

３０

分
〜
４
時
〔
対
象
〕
布
の
絵
本
に
興

味
関
心
の
あ
る
方〔
講
師
〕渡
辺
順
子

さ
ん（
東
京
布
の
絵
本
連
絡
会
代
表
）

▽
読
み
き
か
せ
の
す
す
め
�
小
学
生

に
本
を
読
む
と
い
う
こ
と　
〔
日
程
〕

２
月　

日
�
・　

日
�
〔
時
間
〕
午

１３

２０

前　

時
〜
正
午
〔
対
象
〕
小
学
生
へ

１０
の
読
み
き
か
せ
に
興
味
関
心
の
あ
る

方
〔
講
師
〕
波
木
井
や
よ
い
さ
ん

（
日
本
子
ど
も
の
本
研
究
会
）〔
定

員
〕
先
着　

人
（
両
日
参
加
で
き
る

２０

方
優
先
）〔
申
し
込
み
〕
各
講
座
と
も

１
月　

日
�
午
前　

時
か
ら

１６

１０

�
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

■
上
和
泉
お
は
な
し
会　
〔
時
間
〕各

回
と
も
０
歳
か
ら
の
部
午
後
３
時　
１５

分
か
ら
・
４
歳
か
ら
の
部
３
時　

分
４５

か
ら
▽
１
月　
１９

日
�
〔
絵
本
〕

十
二
支
の
は
じ

ま
り
・
ふ
し
ぎ

な
や
ど
や
・
ま

ほ
う
の
ま
ほ
う
び
ん
〔
折
り
紙
〕
こ

ま
▽　

日
�
〔
絵
本
〕
も
り
の
セ
ー

２６

タ
ー
〔
お
は
な
し
〕
お
い
し
い
お
か

ゆ
〔
工
作
〕
紙
皿
ま
わ
し

�
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
２
１
５
０

■
な
ん
ぶ
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕１

月　

日
�
午
後
３
時　

分
か
ら
〔
対

１６

３０

象
〕
幼
児
〜
小
学
校
低
学
年
〔
絵
本
〕

て
ぶ
く
ろ
〔
紙
芝
居
〕
お
む
す
び
こ

ろ
り
ん
〔
折
り
紙
〕
お
に

�
和
泉
児
童
館　
　
　
　
　
　
　

　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

■
ス
タ
ッ
フ
タ
イ
ム「
た
こ
作
り
」

　
〔
日
時
〕１
月　

日
�
午
後
３
時

２３

〜
５
時
〔
対
象
〕
小
学
生
（
幼
児

保
護
者
同
伴
可
）

■
お
母
さ
ん
の
折
り
紙
タ
イ
ム

「
お
り
が
み
か
ざ
り
」　

〔
日
時
〕

１
月　

日
�
午
前　

時　

分
〜　

２６

１０

３０

１１

時　

分
〔
対
象
〕
乳
幼
児
の
保
護

３０
者
〔
定
員
〕
先
着　

人
１０

■
卓
球
大
会　
〔
日
時
〕１
月　

日
３０

�
午
後
３
時
〜
５
時
〔
対
象
〕
小

学
生

■
折
り
紙
タ
イ
ム「
お
ひ
な
さ
ま
」

　
〔
日
時
〕２
月
４
日
�
午
後
３
時

　

分
〜
４
時　

分
〔
対
象
〕
小
学

３０

３０

生
〔
定
員
〕
先
着　

人
１５

�
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

■
シ
ア
タ
ー
ト
レ
イ
ン
〜
お
は
な

し
会　
〔
日
時
〕１
月　

日
�
午
後

２１

４
時
〜
４
時　

分
〔
対
象
〕
幼
児

３０

か
ら
（
保
護
者
同
伴
）〔
内
容
〕
季

節
に
ち
な
ん
だ
楽
し
い
お
話

�
多
摩
川
保
育
園　
　
　
　
　
　

　

�
０
４
２（
４
８
３
）４
６
６
７

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕１
月　

日
２９

�
午
前　

時
〜　

時（
雨
天
中
止
）

１０

１１

〔
内
容
〕
人
形
劇
・
園
庭
開
放
・

子
育
て
に
関
す
る
相
談

������������������������������������������������������������������

橋立神楽保存会による「三番叟」

■女性問題講座「狛江の女性たちからのメッセージ」

講　　師内　容日　程

中山友子さん
（若葉会）

一人暮らしの高
齢者を支えて２月５日�

相馬光子さん
（あけぼの）

歴史を学び続け
て２月１２日�

市川光代さん
（狛江の学校図書
館を考える会）

子どもと本の豊
かな出会いを２月１９日�

奥村喜代子さん
（狛江市音楽連盟）

音楽と平和を愛
して２月２６日�
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め
に
は
、
安
定
的
な
財
源
確
保
が
必

要
で
す
。

　

計
画
的
な
予
算
措
置

を
行
う
と
と
も
に
、
東

京
都
、
国
、
商
工
会
、

中
小
企
業
支
援
機
関
等

の
補
助
制
度
の
積
極
的

な
活
用
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

●
狛
江
市
「
消
費
者
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
」
お
よ

び
「
経
営
者
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
に
よ
る
提
言

を
反
映
さ
せ
ま
す

　

こ
の
プ
ラ
ン
に
記
載

し
て
い
る
事
業
は
、
昨

年
行
っ
た
狛
江
市
消
費

者
ア
ン
ケ
ー
ト（
８
月
）

お
よ
び
経
営
者
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
（　

月
）
の

１０

提
言
も
踏
ま
え
て
実
施

し
ま
す
。

●
商
店
街
の
問
題
点

▽
規
模
が
小
さ
い

▽
組
織
力
が
弱
い

▽
経
営
者
の
高
齢
化
に
伴
う
リ
ー
ダ

ー
の
不
在

▽
商
店
街
活
動
の
不
活
発
性

▽
客
数
の
減
少

●
商
店
の
問
題
点

▽
経
営
者
の
高
齢
化

▽
後
継
者
問
題

▽
廃
業
が
多
く
、
開
業
が
少
な
い

▽
空
き
店
舗
の
発
生

●
社
会
環
境
へ
の
対
応

▽
安
全
・
安
心
、
環
境
問
題

▽
Ｉ
Ｔ
の
活
用課

題

課　
　

題

▽
買
物
支
援
機
能
の
充
実

▽
商
店
街
組
織
の
活
性
化

▽
産
・
学
・
官
の
連
携
・
協
働

� � � �

●
人
々
の
こ
こ
ろ
が
通
い
合
う
商
店

街
づ
く
り

　

お
店
に
関
係
す
る
人
す
べ
て
が
、

「
こ
こ
ろ
が
通
い
合
う
」
こ
と
を
念

頭
に
置
き
、
集
客
力
向
上
の
た
め
買

物
支
援
機
能
の
充
実
を
図
っ
て
い
く

と
と
も
に
、
空
き
店
舗
の
有
効
活
用

な
ど
の
施
策
を
検
討
し
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

●
商
店
街
活
動
の
活
性
化

　
「
法
人
化
へ
の
環
境
づ
く
り
」を
継

続
し
、
小
規
模
商
店
街
の
連
携
・
統

合
を
進
め
商
店
街
の
組
織
基
盤
の
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
、
子
育
て
中
の
母
親
た
ち
に

や
さ
し
い
街
づ
く
り
、
防
災
・
防
犯

の
拠
点
と
し
て
、
非
常
時
連
絡
場
所

等
の
役
割
を
担
う
な
ど
安
全
・
安
心

な
街
づ
く
り
、
生
活
環
境
の
改
善
・
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商
店
街
は
、「
商
品
の
提
供
の
場
」

で
あ
る
と
と
も
に
「
地
域
で
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
」
の
役
割
を

担
っ
て
い
る
こ
と
に
基
づ
く
と
考
え
、

地
域
の
文
化
や
伝
統
を
継
承
し
、
安

全
で
あ
り
、
安
心
し
て
人
々
が
集
う

場
で
あ
る
と
と
も
に
、
大
型
店
等
に

な
い
日
常
生
活
に
密
着
し
た
「
こ
こ

ろ
が
通
い
合
う
」
利
用
し
や
す
い
商

店
街
を
目
指
し
ま
す
。

●
お
客
様
の
こ
こ
ろ
に
応
え
る
努
力

を
す
る
商
店
街
・
個
店
等
を
支
援
し

ま
す

　

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
ど

う
す
れ
ば
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
か

を
常
に
考
え
、
経
営
の
改
革
を
行
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
う
し
た
お
客
様
の
立
場
に
立
っ

た
経
営
を
目
指
し
、
努
力
を
続
け
る

商
店
街
・
商
店
を
中
心
に
積
極
的
に

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

●
関
係
部
署
・
関
係
機
関
等
と
の
連

携
を
行
い
ま
す

　

計
画
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、

市
の
関
係
部
署
や
関
係
機
関
と
の
調

整
ま
た
は
連
携
を
行
い
、
商
店
街
に

関
連
す
る
事
業
と
の
連
携
も
図
り
ま

す
。
ま
た
必
要
に
応
じ
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
や
市
民
の
活
動
団
体
等
と
連
携
し

て
、
商
店
街
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
財
源
を
確
保
し
ま
す

　

施
策
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
た

向
上
に
向
け
た
地
域
貢
献
活
動
を
行

う
な
ど
環
境
に
配
慮
し
た
街
づ
く
り

を
目
指
し
、
消
費
者
と
の
情
報
交
換

を
も
ち
な
が
ら
商
店
街
の
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

●
産
・
学
・
官
の
連
携
・
協
働

　

商
店
お
よ
び
商
店
街
は
、
行
政
、

商
工
会
お
よ
び
大
学
等
と
の
連
携
を

積
極
的
に
進
め
、
関
係
機
関
と
協
働

し
、
商
店
街
活
動
を
通
し
て
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
機
能
を
担
っ

て
い
き
ま
す
。

▽
市
内
共
通
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
（
ス

タ
ン
プ
カ
ー
ド
）
事
業

▽
商
店
宅
配
事
業

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
支
援
事
業

（
コ
マ
エ
リ
ア
の
充
実
推
進
）

▽
空
き
店
舗
の
有
効
活
用
支
援

▽
一
店
逸
品
事
業

▽
消
費
者
と
の
交
流
事
業

▽
安
全
・
安
心
へ
の
取
り
組
み
支
援

▽
環
境
に
や
さ
し
い
商
店
街
支
援

▽
新
規
創
業
者
支
援
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〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

の
方
お
よ
び
市
内
に
事
業
所
等
を
持

つ
法
人
等

〔
提
出
方
法
〕
２
月　

日
�
ま
で
に
、

１３

住
所
・
氏
名
お
よ
び
在
学
・
在
勤
の

方
は
そ
の
名
称
等
を
記
入
の
上
、
窓

口
へ
提
出
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
専
用
フ
ォ
ー

ム
で
地
域
活
性
課
へ
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
意
見
を

出
さ
れ
た
方
は
、
受
信
済
み
の
返
信

メ
ー
ル
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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「
文
化
豊
か
に
、
安
全
・
安
心
、
便
利
さ
、
楽

し
さ
を
演
出
す
る
商
店
街
づ
く
り
」
〜
地
域
社

会
の
再
生
・
活
性
化
の
中
核
と
し
て

�
�
�
�

�
�
�
�

平
成　

年
策
定　

狛
江
市
商
店
街
振
興
プ
ラ
ン
を
継
続
・
拡
充

１５

買
物
支
援
機
能
の
充
実

商
店
街
組
織
の
活
性
化

産
・
学
・
官
の
連
携
・
協
働

■狛江市商店街振興施策の全体構成

狛江市商店街の問題点狛江市商店街の問題点 課題課題 平成平成２１２１年策定 狛江市商店街振興施策年策定　狛江市商店街振興施策

人人人人人人人人人人々々々々々々々々々々ののののののののののこここここここここここここここここここころろろろろろろろろろがががががががががが人々のこころが
通通通通通通通通通通いいいいいいいいいい合合合合合合合合合合うううううううううう商商商商商商商商商商店店店店店店店店店店街街街街街街街街街街づづづづづづづづづづくくくくくくくくくくりりりりりりりりりり　通い合う商店街づくり

▽設備・整備・維持に関する

支援

▽買物支援機能の充実に関す

る支援

・市内共通スタンプ事業

・商店宅配事業

▽情報発信に関する支援

・ホームページ開設支援事業

▽空き店舗の有効活用支援

・新規創業者支援

▽個性ある品揃え・サービス

強化に関する支援

・一店逸品事業

▽店主の魅力を高めるための

支援

商商商商商商商商商商店店店店店店店店店店街街街街街街街街街街活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動のののののののののの活活活活活活活活活活性性性性性性性性性性化化化化化化化化化化商店街活動の活性化

▽商店街組織の強化促進支援

▽地域社会の中核を担う場と

しての役割への支援

・安全・安心への取り組み支援

・環境にやさしい商店街支援

・消費者との交流事業　

▽市内広域商店街事業の展開

支援

産産産産産産産産産産・・・・・・・・・・学学学学学学学学学学・・・・・・・・・・官官官官官官官官官官のののののののののの連連連連連連連連連連携携携携携携携携携携・・・・・・・・・・協協協協協協協協協協働働働働働働働働働働産・学・官の連携・協働

▽商工会との連携支援

・若手商人リーダー育成事業

▽大学・専門学校、企業等と

の連携支援

・経営者の高齢化
・後継者問題
・廃業が多く、開業
は少ない
・空き店舗の発生

商店

・安全・安心、環境
問題
・ＩＴの活用

社会環境への対応

・規模が小さい
・組織力が弱い
・経営者の高齢化に
伴うリーダーの不
在
・商店街活動の不活
発性
・客数の減少

商店街

基
本
理
念
「
文
化
豊
か
に
、
安
全
・
安
心
、
便
利
さ
、
楽
し
さ
を
演
出
す
る
商
店
街
づ
く
り
」
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